
(公財)いしかわ女性基金 研修・講座事業 (防災・復興のための女性人材育成事業 )

誰一人取り残さない防災地域づくり～私たちができること～

令和6年能登半島地震等の被災者支援から得た「教訓」にジェンダーの視点を取り入れ、

災害時の避難所運営や平常時の防災について考えることで地域防災における女性人材

の育成をめざします。

講  師 小山内 世喜子 氏
(―社 )男女共同参画地域み らいねつと代表理事

富城県生まれ。青森市在住。東日本大震災以降「防災と男女共同参画」をテーマに防災人材育成

研修やジェンダー視点を取り入れた防災教育、避難所運営訓練を市民。若年層・行政職員など延

べ 35,000人以上を対象に全国で実施。参加者の主体性を尊重した「誰一人取り残さない」地域
づくりにも貢献。

令和6年 1月の能登半島地震以降、穴水町や輪島市などへ被災者支援に入る。

第5回ジヤパン SDGsアワード「特別賞」受賞。国(内閣府、文部科学省)の有識者会議委員も務
める。

O

参加
無料

〕
対象e定員

会  場

申込締切

託  児

県内在住の女性 25名
※公開講座含む全日程参加できる方

※公開講座のみの参加もできます。(どなたでも申込可)40名

石川県女性センター

1日 目:5階 研修室 1、 2・ 3日 目:2階 大会議室

令和7年12月 19日 (金 )必着(先着順)    と蓬ごオ

知畔半(生後4か月(首がすわつた頃)～未就学児に限る。要事前申込 )

日程 日時 。会場 内容 定員

1日目

令和8年 1月 13日 (火 )
13:30～ 16:00
5階 研修室 1

「誰もが安心安全な避難生活を送るために

～ジェンダーと多様性の視点から災害時の課題を学ぶ～」

公開講座 (13:30～ 14:50)
どなたでも

40名

グループワーク (15:00～ 16:00)
女性防災リーダーの必要‖生について

女性

25名
2日目

令和 8年 1月 20日 (火 )
13:30～ 16:00
2階 大会議室

請義・グループワーク

要配慮者の理解と多様な人々に対応した避難所づくり

～避難所レイアウトを考えてみよう～

3日目

令和8年 1月 31日 (土 )
13:30～ 16:00
2階 大会議室

請義・グループワーク

「学び」を「かたち」に

～防災・減災プログラムづくり～

お問合せ。お申込み

公益財団法人 いしかわ女性基金 〒920-0861金 沢市三社町1-44(石川県女性センター内)
TEL:076-234-1112//FAX:076-234-1130//E― maitijyosei@pref.ishikawa.[g.jp



FAXあて先 076-234-1130

[ブち災・復興ワークショップ

誰一人取り残さない地域B,ち災づくり～私たちができること～

参加申込書

※託児をご希望の場合は、12月 12日 (金)までにお申込みください。

*先着順 (定員に達し次第受付を終了しますのでご了承ください。)
*ご記入事項は当基金事業にのみ使用いたします。
*受付は、講座開始の30分前から行います。

お問合せ・お申込み
′ム`益財団法人 いしかわ女性基金

〒920-0861 金沢市三社町1-44(石 川県女性センター内)
TELi 076-234-1112 / FAXi 076-234-1130
E―man ijyOSei◎pref.ishikawa.lg.jp

フリガ芸

氏  篭

年代

代

男 女

連絡先

T

住所

TEL      (
Eメールアドレス

) FAX ( )

参加希望

Oをつけて

ください ⇒

全日程参加(1/13(火 )・ 1/20(火 )。 1/31(■ ))
*県内在住の女性が対象です

′ム`開講座(1/13(火)1330～ 1450)のみ参加
*どなたでも参加できます

託児の希望
ご希望の場合
は12月 12日
までにお申込
みください。

あ  り な  し

フリガナ

お子様の名前
性 別 月 齢

※生後4か月 (首がすわつた頃)～未就学児に限る

歳 か月

申込締切 令和 7年 12月 19日 (金)跡者


